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表 1 試験区分
1 は  し が  き

採卵鶏を自然日長下で飼養した場合 ,初産開始までの日

数は,ふ化した季節により異なる。一般に,初産が早すぎ

ると,初産卵重が小さく,また,産卵持続性にも劣る等の

経済的損失 も大きいことが知 られている。

そこで,育成期の制限給餌と点灯管理を組合せて,初産

日令を調整して,その後の産卵性について,ロ ード交雑鶏

4月 ス化鶏を供試し,検討したので報告する。

2 試 験 方 法

1)供 試 鶏
1979年 4月 18日 ,当場ふ化の ZXPの二万雑種
2)試験期 FE5

育成期 :1979年 4月 19日 (餌付)～

1979年 9月 19日 (154日 令 )

成鶏期 :1979年 9月 20日 (155日 令)～

1980年 3月 20日 (4,0日 令)

3)供試飼料

育成期 :市販の幼 中 大雛用飼料の二段階切替方式
成鶏期 :指定配合飼料 (CP 16,TDN 66)

4)点灯管理

各点灯日令以降,日長時間を含めて14時間半一定となる

ようにし,それ以前は,自然日長下で飼養した。

5)試験区分 : 表 1に示すとおり。
6)飼養管理及び衛生プログラム: 当場の慣行法に従った。

表 2 育成期成績及び初産の状況

*■ 3,b,C異文字間に 1%水準で有意差あり,*8,

3)成鶏期の成績

体重の推移については,制限区は,制限給餌解除後 ,急
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区
飼 料 給 餌 法 点灯

日令
羽数

1-28日 令 29-154日令 155-490日 令

対 照

100日

125日

150日

自由摂取 自由摂取

70%給餌

自由摂取 ５０

∞

ぉ

５０

25× 2

3 試験結果及び考察

1)育成期の成績

表 2に示すとおり,制限給餌期間の 1羽当た りの飼料摂

取量は,対照区の 9,823夕 に対 し,制限区は約 0,000,,

305%の制限となった。それに伴い, 154日令体重で,対
照の 1,720夕 に対 し,制限区は,約 1,194夕 で,対照区の

694%の体重に仕上った。

しかし,育成率は,各区間に有意差はみられず,制限給

餌 (70%給餌 )が ,育成率に及ぼす悪影響はみられなかっ

た。

2)初産時の状況

制限給餌による初産 日令の遅れは,対照区にくらべ ,

202～ 239日 であり,同 じ制限区内においても,点灯日

令の早い区はど初産は早かったが,その差は小さかった。

初産卵重は,初産の早いものが小さく,対照区と125日 ,

150日 区間に有意差がみられた。

しかし,初産体重には,各区間に差はみられなかった。

速に増体するが,175日 令体重では,まだ,対照区より150

日区を除いて,有意に小さいが,300日 令, 490日 令体重

区
飼料摂取量 (み/1羽 ) 体    重 (夕) 育成率 (%)

初産日ギ
*
初産卵重

*
初産体重

1-28日 令 29-154日 令 28日 令 105日 令 154日 令 29-154日 令

対 照
100日

125日

150日

503 0

9,823 2

6.825 0

1,316

1,016

1,027

1,031

1,720

1,184

1,207

1,192

96 2

98 0

96 0

96 0

149.5 a

169.7 b

170.7 0

173. 4 b

4243

45 0aЪ

46 6b

46 5b

1,7'5

1,730

1,701

1,788

*■ 3,b,C異 文字間に 1%水準で有意井あ り *8,b,c異 文字間に 5%水準で有意井 あ
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では,除々に対照区との差は縮小された。しかし,全体とし

て,育成期制限給餌期は,制限解除後も小幅に推移 した。

卵重の推移については,産卵開始直後は,初産日令の違

いにより対照区と制限区間に有意差がみられるが,210日

令卵重では有意差はみられなくなり,その後の 300日 令 ,

490日 令卵重にも,有意差はみられなかった。 しかし,産
卵中期において,点灯日令の順に卵重が大きい傾向がみら

れた。

生存率は,各区間に有意差はみられなかったが,点灯

(初産)日 令の早い方が ,低い傾向がみられた。

産卵率の推移については,産卵初期においては,初産の

遅速により,対照区と制限区間に有意差がみられるが,制

表 3 成鶏期の諸成績

限区は,対照区とくらべ産卵ピークも高く, 150日 区を除

いては,産卵持続性にも優れ,成鶏期間中の産卵率で,

125日 ,100日 区が,対照区を上回る成績を示した。

産卵日量についても,産卵率とほぼ同様な傾向を示し,

125日 ,100日 区が対照区を上回った。

飼料摂取日量については,育成期制限給餌区が,育成期

の不足分の補充と高産卵性のため,対照区より成鶏期間中

20,～ 37夕 多く摂取し,同 じ制限区内でも,産卵率の

高いものほど多かった。

飼料要求率は,飼料摂取量が多い制限区の中では,産卵

性が,特に良くなければ,対照区を上回ることができず ,

125日区が,253と 最も良い成績で対照区を上回った。

区

300日 令時 155～ 490日 令

体 重

(′ )

重

(夕 )

生 存 率

(%)

産 卵 率

(%)
産 卵 日量

(夕 )

飼料摂取 日量

(夕 )
飼料要求率

対 照

ltXl日

125日

lm日

2,190

2,009

2,056

2,062

61 5

606

612

62 3

92 0

87 5

918

97 9

81 4

819

83 6

78 1

47 6

48 2

49 4

46 9

121 1

124 0

124 8

123 1

2 55

2 58

2 53

2 65

4)経 済 性

成鶏期飼料費は,制限区が対照区より多いが,育成期の

制限給餌による育成期飼料費の節減力状 きく,餌付からの

通算した飼料費では,制限区が 1羽当たり115～ 137円 少

なかった。

粗収益てみると,全ての制限区力ヽ 対照区を上回り,特

に,125日区が最も高い経済性を示した。

飼料単価 :幼雛用78円 ,中雛用 71円 ,大簾用 68円 ,

成鶏用705円

卵  価 :295円 /毎

4 要     約

育成期の制限給餌と点灯管理を組合せて,初産日令を調

整した場合の産卵性と経済性について検討した。

1)育成率からみて,育成期 711%給餌でも悪影響はみられ

なかった。

2)制限給餌によって初産日令は,100日 , 125日 ,150日

区の順に対照区より202～ 239日 遅れるが,点灯日令に

よる差は小さかった。

3)産卵成績をみると,制限区は,初期産卵性が悪いが ,

産卵初期の卵重は大きく,産卵ピークも高く,産卵持続性

に優れる 100日 ,125日区が,対照区を上回った。

4)経済性では,育成期の制限給餌による育成飼料 1羽当

たり約 3″ (205円 )の節減が大きく作用し,粗収益で,

制限区が対照区を上回った。
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献文用弓:

表 4 経 済 性 (円 /1羽 )

区

期
費
成
料
育
飼

(A)

成  鶏  期 C― (△ +3)

飼 料 費

(3)
卵売上げ額

(C)
粗 収 益

対 照

ll10日

125日

1,日

716

5H
511

5H

2,865

2,933

2,955

2,935

4,710

4,778

4,898

4,645

1,129

1,334

1,432

1,199


